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フ
大
が
難
病
啓
発
に
貢
献

「県
相
互
支
援
会
」と
協
働
宣
言

「難治性血管奇形」、理解深め偏見解消ヘ

血
管
の
難
病

「難
治
性
血
管
奇

形
」
へ
の
理
解
の
輪
を
患
者
と
大

学
が

一
緒
に
な

っ
て
広
げ
よ
う

と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「県
難
治
性
血

管
奇
形
相
互
支
援
会
」

（有
富
健

理
事
長
）
と
宇
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

大

（相
原
次
男
学
長
）
は
１０
日
、

県
庁
で

「教
育
と
病
気
啓
発
の
協

働
に
関
す
る
協
働
宣
言
」を
行
い
、

署
名
を
交
わ
し
た
。
看
護

・
福
祉

・
心
理
の
専
門
家
を
育
成
す
る
同

大
は
、
教
育
現
場
で
同
病

へ
の
理

解
を
深
め
た
り
、
患
者

へ
の
偏
見

を
な
く
し
た
り
す
る
取
り
組
み
を

行
う
。

協働宣言に署名 した有富理事長 (左)と
相原学長 (県庁で )‐

同
病
は
、
動
脈
や
静
脈
、

毛
細
血
管
な
ど
の
血
管
が
う

ま
く
形
成
さ
れ
ず
、
激
し
い

痛
み
や
腫
れ
が
起
こ
る
。
原

因
は
不
明
で
治
療
法
が
確
立

さ
れ
て
い
な
い
。
同
会
に
よ

る
と
県
内
で
は
９
人
が
専
門

医
に
よ
る
診
断
で
確
定
し
て

い
る
が
、
潜
在
的
に
は
４
０

０

～
５
０
０
人
い
る
と
い

う
。
全
国
で
は
約
１
４
０
人

が
確
定
（
潜
在
忠
者
は
数
千

～
１
万
人
と
い
う
。

病
気
そ
の
も
の
の
つ
ら
さ

に
加
え
て
、
体
表
部
分
に
で

き
る
と
、
あ
ざ
の
よ
う
に
見

え
、
い
じ
め
の
対
象
に
な

っ

た
り
、
体
内
に
で
き
た
場
合

は
痛
み
が
強
い
が
、
外
見
上

分
か
り
に
く
い
た
め
、
仮
病

扱
い
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
、
患
者
は
偏
見
と
差
別

に
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
。

同
会
は
、
若
い
世
代

へ
の

啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

４
月
に
同
大
の

「生
涯
発
達

心
理
学
」
の
講
義
の
中
で
有

富
理
事
長
が
学
生
１
２
０
人

を
前
に
講
演
。
学
生
の
多
く

が

こ
の
病
気
を
初
め

て
知

り
、大
き
な
反
響
が
あ

っ
た
。

同
大
は
、
同
病
患
者

へ
の
質

の
高
い
看
護
や
精
神
面
で
の

ケ
ア
を
提
供
で
き
る
人
材
育

成
の

一
環
と
し
て
同
会
と
協

働
す
る
こ
と
に
し
た
。

協
働
宣
言
に
は
①
同
病

へ

の
理
解
の
促
進
②
思
者

へ
の

差
別
と
偏
見
の
排
除
③
看
護

・
福
祉

・
心
理
の
専
門
家
の

育
成
を
掲
げ
た
。

署
名
式
に
は
、
有
富
理
事

長
、
相
原
学
長
、
高
田
晃

・

同
大
人
間
社
会
学
部
長
ら
が

出
席
。
有
富
理
事
長
と
相
原

学
長
が
宣
言
書

に
署
名
し

た
。有

富
理
事
長
は

「次
世
代

を
担
う
若
者
と
取
り
組
め
る

こ
と
に
な
り
大
変
う
れ
し

い
。
理
解
の
輪
が
社
会
に
大

き
く
広
が

つ
て
ほ
し
い
」
、相

原
学
長
は

「あ
り
の
ま
ま
を

全
身
全
霊
で
受
け
止
め
る
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
教
育
と
し
て

取
り
組
み
た
い
」
と
話
し
た
。

具
体
的
に
は
、
毎
年
の
大
学

の
講
義
に
有
富
理
事
長
を
講

師
に
招
く
他
、
大
学
祭
や
宇

部
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
学
生
と
患
者
ら
が

一
緒
に

啓
発
活
動
を
行
う
と
し
て
い

る
。
　

　

　

　

　

（佐
野
）
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難
治
性
血
管
奇
形
で
協
力

血
管
の
障
害
で
体
に
痛

み
を
感
じ
る
難
治
性
血
管

奇
形
の
患
者
た
ち
で
つ
く
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る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「県
難
治

性
血
管
奇
形
相
互
支
援

Ａ
ご
　
（防
府
市
）
は
、
学

生
の
教
育
と
啓
発
活
動
で

宇
部

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
大

（宇
部
市
）
と
協
力
す
る
。

１０
回
、
県
庁
で
協
働
宣
言

に
署
名
し
た
。

同
法
人
に
よ
る
と
、
難

治
性
血
管
奇
形
は
静
脈
や

毛
細
血
管
、
リ
ン
パ
管
、

動
静
脈
の
奇
形
と
、
そ
れ

ら
の
混
合
型
の
５
種
の
総

称
。
発
熱
や
部
位
の
変
形

な
ど
の
症
状
が
あ
る
。
県

内
で
９
人
の
患
者
を
確
認

し
て
い
る
が
、
原
因
は
不

明
で
、
治
療
方
法
も
確
立

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

看
護
師
や
介
護
福
祉
士

な
ど
を
養
成
し
て
い
る
同

大
と
の
協
力
は
、
４
月
に

有
富
健
理
事
長
を
授
業
に

招
い
た
の
が
き

っ
か
け
。

１１
月
の
学
祭
で
学
生
と
同

法
人
が
共
同
で
啓
発
ブ
ー

ス
を
設
置
し
た
り
、
新
入

生
向
け
の
講
演
会
な
ど
を

企
画
し
た
り
す
る
。

有
富
理
事
長
は

「医
療

や
介
護
の
現
場
で
将

く
若
い
人
に
現
状
を
伝
え

た
い
」
と
期
待
。
同

相
原
次
男
学

長

（６８
）

「周
囲
に
理
解
さ
れ

い
難
病
の
苦
し
さ
が
分
か

る
学
生
に
育
て
た
い

話
し
た
。

（柳
岡
美
緒
）

廊塞」分からず、送鱗方逮

も強壺さ辞1てtドヽなじ`“ 「襲
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難体と学部韓伸☆学がこ働
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鞭埠組恐こと書どを盤つ迅
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ー
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じて敏つ組むrまか、軍丸響が態墓ほ寄り添争寵護や損統0撃 網霧竜慧成する

ことなどが盛i枠込まれ革しヽます。

宰:部ジ固トデイア☆挙齢颯脂響調 ま、 打躍療や福鞭ほお喘サ争る棒撫約隷が痛

気や惑竜▲僻i撻選な終め、癌むく擬仰高い尊鋼額在紙り縄tメていきたい」と

講していますt

支援題林伸梅轟壇諄長|ま“ 雰機 、長争学生たちに理解十とrても
rjぇて、こ費電ま
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病
気
啓
発
へ
協
働
宣
言

血
管
が
変
形
し
体
に
腫
れ
や

激
し
い
痛
み
が
出
る
病
気

「難

治
性
血
管
奇
形
」
に
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
山
田
県
難
治
性
血
管
奇
形
相

互
支
援
会
と
、
看
護
、
福
祉
心

理
の
両
学
科
を
置
く
宇
部
市
の

宇
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
大
学
は
１０

日
、
病
気
の
啓
発
や
看
護
、
心

理
教
育
の
充
実
な
ど
に
関
す
る

協
働
宣
言
を
行

っ
た
。

県
庁
で
協
働
宣
言
書
の
署
名

式
が
あ
り
、
患
者
で
支
援
会
の

有
富
健
理
事
長
と
同
大
学
の
相

協働宣言書を交わ した NPO法 人山田県難治性血管奇形相
互支援会の有富健理事長 (左)と 宇部フロンティア大学の
相原次男学長 =10日 、県庁

県
難
治
性
血
管
奇
形
相
互
支
援
会
と
学
部
フ
大

鹸霞鏑麗
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原
次
男
学
長
が
宣
言
書
を
交
わ

し
た
。
有
富
理
事
長
は

「看
護

や
介
護
、
心
理
の
面
で
も
、
大

学
時
代
に
こ
の
病
気
の
こ
と
を

知

っ
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
喜
ん

だ
。
相
原
学
長
は
「患
者
さ
ん
の

生
き
ざ
ま
や
表
現
を
ヒ

ュ
ー
マ

ン
ケ
ア
に
関
わ
る
専
門
家
の
育

成
に
取
り
込
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
示
し
た
。

協
働
宣
言
に
よ
り
、
大
学
は

新
入
生
を
対
象
に
有
富
さ
ん
の

講
演
、
大
学
祭
で
啓
発
活
動
な

ど
に
取
り
組
む
。

支
援
会
に
よ
る
と
、
こ
の
病

気
は
医
学
書
に
載

っ
て
い
な
い

た
め
あ
ま
り
知
ら
れ

て
お
ら

ず
、
現
在
の
医
療
で
は
完
治
さ

せ
る
治
療
法
が
な
く
進
行
を
遅

ら
せ
た
り
悪
化
を
防
い
だ
り
す

る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
全
国

の
患
者
数
は
数
千
人
か
ら
１
万

人
と
推
定
さ
れ
、
県
内
で
は
９

人
確
認
さ
れ
て
い
る
。

有
富
理
事
長
が
昨
年
４
月
、

同
大
学
で
愚
者
の
支
援
、
愚
者

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の
撤
廃

な
ど
を
啓
発
す
る
講
演
を
行

っ

た
の
を
き

っ
か
け
に
、
協
働
宣

言
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。

難
治
性
血
管
奇
形
認
知
向
上
へ

患
者
団
体
と
大
学
が
協
働
宣
言

血
管
が
ね
じ
れ
た
り
、
変
形

し
た
り
す
る
難
治
性
血
管
奇
形

症
状
な
ど
に
つ
い
て
語
る
有
富

理
事
長

（左
）
と
相
原
学
長

の
患
者
ら
で

つ
く
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
県
難
治
性
血
管
奇
形
相
互

支
援
会
」
と
宇
部

フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
大

（
宇

部

市

）

は

、

病

気

の

認

知

度

を

向

上

さ

せ

る

た

め

に
協

力

し

、

啓

発

活

動

を

行

う

と

す

る

協

働

宣

言

を

行

っ
た
。

難
治
性
血
管
奇
形
は
、
発
症

の
程
度
や
部
位
が
様

々
で
、
激

し
い
痛
み
や
し
び
れ
が
生
じ
る

血
管
の
病
気
。
医
療
関
係
者
に

も
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。

県
内
の
患
者
は
９
人
だ
が
、
推

定
４
０
０
～
５
０
０
人
の
潜
在

患
者
が
い
る
と
さ
れ
る
。

難
治
性
の
病
気
啓
発
ヘ

患
者
団
体
と
協
働
宣
言

学
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
大

宇
部
市
の
宇
部
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
大
学
は
１０
Ｂ
、
難
治
性
血
管

奇
形
の
患
者
団
体
と
病
気
の
啓

発
や
差
別
の
撤
廃
に
取
り
組
む

「協
働
宣
言
」
を
結
ん
だ
。

難
治
性
血
管
奇
形
は
動
脈
や

静
脈
、
リ
ン
パ
管
な
ど
が
う
ま

く
形
成
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
な

ど
が
原
因
で
、
体
の
様

々
な
部

位
が
痛
ん
だ
り
、
腫
れ
た
り
す

支
援
会
の
有
富
健
理
事
長
が

４
月
に
同
大
で
講
演
し
、
学
生

か
ら
大
き
な
反
響
が
あ

っ
た
。

同
大
は
看
護
師
や
社
会
福
祉
士

な
ど
を
目
指
す
学
生
が
多
い
た

め
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、

支
援
会
と
協
力
し
、
学
生

へ
の

啓
発
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
。

支
援
会
も
若
い
世
代

へ
の
浸
透

を
活
動
の
柱
に
し
て
お
り
、
双

方
の
考
え
が

一
致
し
た
。

今
後
は
新
入
生

へ
の
講
演
、

学
園
祭
で
の
啓
発
活
動
な
ど
を

行
う
。
県
庁
で
宣
言
書
に
調
即

し
た
相
原
次
男
学
長
は

「
難
病

に
理
解
の
あ
る
優
し
い
専
門
家

を
社
会
に
送
り
出
し
た
い
」
と

語

つ
た
。
有
富
理
事
長
は

「
差

別
や
偏
見
が
多
い
病
気
。
次
世

代
に
私
た
ち
の
経
験
を
理
解
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

る
病
気
。

「協
働
宣
言
」
で
は
、
学
生

の
と
き
か
ら
患
者
と
接
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
患
者
に
対
す

る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、
看

護

・
福
祉

・
心
理
教
育
の
充
実

を
図

っ
て
専
門
家
を
育
成
す
る

こ
と
を
明
記
し
た
。

同
大
の
相
原
次
男
学
長
（６８
）

は

「新
入
生

へ
の
講
演
や
文
化

察
で
の
ブ
ー
ス
設
置
な
ど
を
通

し
て
、
学
生
に
難
治
性
の
病
気

の
啓
発
を
行

っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。
　

　

（寺
尾
佳
恵
）
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だ
り
、
足
が
ゾ
ウ
の
よ
う
に
腫
れ
　
し
て
い
な
い
の
で
、
障
害
者
手
帳

吟

◆

た
り
。
見
た
目
の
違
和
感
で
、
い
　
も
も
ら
え
な
い
の
が
現
状
だ
。
　

「

じめの対象になることがあ　　払単沖穀中車渉鞘が様耐は中

る
。
体
内
に
で
き
る
場
合
も
厄
介
　
　
根
本
的
キ

だ
。血
管
の
肥
大
で
臓
器
や
筋
肉
、
　
い
。
こ
の
購
医
療
関
係
者
で
も
知

吟

骨
が
圧
迫
さ
れ
る
。
骨
が
変
形
し
　
付
け
ら
れ
、

て
歩
行
困
難
に
な
る
こ
と
も
あ
　
ら
な
い
人
が
多
い
。医
師
か
ら
「そ

一．，

る
。
喉
付
近
で
は
発
声
障
害
も
起
　
こ
に
そ
ん

幹
中
学
け
神
申
”
中
嘩

中

い
」
と
一一一累

］
「難
治
性
血
管
奇
形
」に
理
解
を

・名
ｏ

い
る
。
黒
軽

◆‘　
　
　
　
　
　
　
　
‥…
…
・
‐
・・
…
！　
れ
て
い
る
。
こ
の
病
気
も
静
脈
や

　
　
　
　
類
に
）
韓
資
臨

…
…
…
　
　
　
盟
係
よ甚
血　
　
　
拭

はゆ昭
菱
帥誌
ｒ醍

一つ
て
い
る
状
態
。
よ
じ

一血
液
が
行
か
な
く
て
筋

触誂
謁
ど「あ
り
蕊

一だ
り
、
壊
死

合
え
し
）

する
。
血
液
が
た
ま

っ
て

，も
血
管
が
破
裂
し
て
大
　
チ
ク
チ
ク
な
ど
部
位
と
程
度
に
よ
　
　
私
た
ち
ド

っ
て
さ
ま
ざ
ま
。
神
経
痛
で
は
な
　
　
「し
っ
か
り
治
し
て
出
て
こ
い
」
一‘‥

する
こ
と
が
あ
る
。
全
身

い
の
で
鎮
痛
剤
が
効
き
に
く
い
。
　

と
言
わ
れ

キ
軒
時
嚇
錠
毎
時
中
中

中

一こ
ろ
で
発
症
す
る
。

外
見
上
、
健
常
者
と
変
わ
ら
な
い
　
い
。寝
た
き

一症
は
ひ
ど
い
痛
み
　
　
分
卜
周
囲
の
理
解
が
得
に
く
い
。
　

一
生
、
治
ニ

日
で
い
じ
め
の
対
象
に
も
　
学
校
や
職
場
で
、
さ
ば
っ
て
い
る
　
管
理
し
な
が
ら
日
々
、
闘
つ
て
い

‐，一‘

一ん
は
（
何
が
つ
ら
い
？
　
と
か
、
仮
病
と
か
、
精
神
を
病
ん
　
る
。
周
囲
は
、
患
者
さ
ん
の
尺
度

『

…

―
．　

姿

鑑

豊

全

と
景

が

下

是

ど
善

紀

ハ
つ
品

で
言

鄭

窺

媛

踊

理

「

ぃ話
　
麓
ル
甚
黙幅
に穐
‐
苦
ｔ
む

「

一
た
ら
急
に
水
が
止
ま
．

『
う
。
見
て
み
た
ら
ホ
・　
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